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窓口受付

傍聴席へ
マスクの正しい着用
と、入口に備え付けの
消毒液で、手指消毒を
お願いします

　近藤哲男　前議長（71歳　自由民主党・無所属の会）が、去る令和2年11月29日
に御逝去されました。

　平成23年の初当選以来、3期10年にわたり議員活動に精励され、正副議長を
はじめ、建設環境常任委員長など多くの役職を歴任されました。

　令和2年第4回（12月）定例会の初日
（11月30日）に正副議長選挙が行われ、
正副議長が選出されました。

近藤哲男　前議長　逝去

《チェック項目を確認》
　（1）検温の結果、37.5度以上の発熱がある。
　（2）息苦しさ（呼吸困難）、だるさがある。
　（3）味覚、嗅覚に違和感がある。
　（4）咳、のどの痛みなど風邪の症状が4日以上続いている。
　（5）14日以内に、新型コロナウイルス感染症陽性とされた方
　　　との濃厚接触がある。
　（6）同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる。 傍聴証交付申出書に

住所、氏名、電話番号を記入します

ソーシャルディスタンス
確保のため、座席の間隔
をあけています
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ところざわ市議会だより令和 3年（2021年）2月13日

■議長就任の挨拶
　このたび第67代議長に就任いたしました。
　令和2年11月17日に、所沢市議会は70周年を迎えました。市議会ホームページ
にユーチューブチャンネルを開設し、70周年記念動画や初の試みとなる動画に
よる議会報告を配信しました。
　新型コロナウイルス感染症拡大により、議会運営は言うに及ばず、人が集まる
全ての機会に対して対策と配慮が求められました。自粛を求められ、人と関わる
ことを封じられた中で、議会は何ができるのか、存在意義を問われたと思います。
　これまで、議会改革のトップランナーとして、全国でも先進自治体として歩んで
きましたが、今後も変化していく社会状況に対応し、先に進むため、オンラインを
使った会議や視察、大災害や緊急時に備える議会機能継続計画などを導入し、
さらなる充実に全力で務めます。
　また、長年検討を続けてきた通年議会の導入についても、最終局面を迎えました。
　コロナ禍にあっても、いや、だからこそ議会に課せられた責務は大きいと胆に
銘じ、志半ばで逝去された近藤前議長の議会改革の魂を引き継いで、議員全員で
頑張ってまいります。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

第67代議長
末吉美帆子（4期）

（立憲民主党）

第68代副議長
入沢　　豊（3期）
（自由民主党・無所属の会）

議会を傍聴していただくために
体調チェック

センサーにひたいや手首を近
づけると、画面に測定結果が
表示されます

機械の下に手をかざすとアル
コール消毒液が自動で噴射さ
れます

議会のライブ・録画中継がパソコンやスマホ・タブレットで
　　　　　　　　　　　　どこからでもご覧いただけます ! ➡

受付前に検温と手指消毒をお願いします
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12月定例会での

議会を開催しました

議 案 審 議

৮੧ਸ਼���ಀ॑ऎؚ৸थभ৮੧॑૭ৠखऽखञ

無料低額宿泊所のうち、生活保護受給者の日常生活の支援を行うために、必要な人員を配置するなどの一定の要件を満たし、福祉
事務所長の委託を受けた施設のことです。

市長提出議案のおもな内容
安全安心な医療体制を維持するために 新たな生活支援を開始します

　現在、新型コロナウイルス感染拡大防止の対応を優先し
ていることや、コロナ禍による医療に係る国の方針転換
が想定されることから、令和2年度に策定を予定していた
「所沢市市民医療センター再整備基本構想」を令和3年度に
策定することにしました。また、コロナ禍による経営悪化
を受けて、再整備基本構想策定支援業務に、経営改善支援
業務を含めることにしました。

Ｑ 市民医療センターができて44年が経過しているが、
老朽化が進んでいるのは、どの箇所か。

Ａ 施設全体を建て直すのか、または改修するのかは再整備
基本構想を策定する中で確認していくが、特に電気設備や
配管部分の老朽化が進んでいる。

議案第132号 令和2年度所沢市病院事業会計補正予算
 （第2号）
 所沢市市民医療センター再整備基本構想
 策定事業

議案第126号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第13号）
 日常生活支援住居施設委託事業

183万6千円

　本年1月から「日常生活支援住居施設　」に、生活保護
受給者への日常生活上の支援を委託により行います。

（国負担：負担率　委託事務費の3/4）
【委託概要】
　内　容：生活課題に関する相談、健康管理支援　など
　事務費：1人1日単価830円×90日×10人（見込み）

Ｑ 施設内でトラブルが起きた場合の対応は。

Ａ トラブルが発生した場合は、施設から市に連絡が入るの
で、市の担当者が現場で事実確認を行う。

（問合せ：生活福祉課　☎2998-9201）（問合せ：市民医療センター　☎2992-1151）

本棚劇場　高さ8メートルの巨大本棚に囲まれた空間
©角川武蔵野ミュージアム

【会期】令和2年11月30日～12月21日（22日間）
【市長提出議案】 専決処分の承認 1件
 補正予算 13件
 条例関係 5件
 指定管理者の指定 21件
 契約変更 2件
 財産の取得 2件
 市道認定・廃止 5件
 審査請求に関する諮問 1件
 人事 6件
 決算認定 10件
【請　　　　　願】  1件
【議員提出議案】  7件
【委員会提出議案】  1件
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公平な税負担を目指します 適切な事業者選定を行うために

円滑に施設を管理します

　令和3年度分から賦課限度額を変更するため、所要の改
正を行うものです。
【主な概要】
（1）医療給付費分賦課限度額　61万円 ⇒ 63万円

介護納付金分賦課限度額　16万円 ⇒ 17万円
賦課限度額の合計　　　　96万円 ⇒ 99万円

（2）・軽減判定所得の基準額に、基礎控除額相当分の10万
円を加算
・給与所得者等が2人以上いる世帯はその人数に応じた
加算

Ｑ 低所得層への配慮に加え、それ以外の被保険者との税の
公平性はどのように考えているのか。
Ａ 高額所得層にも応分の負担をしていただき、税負担
率がとても重い中間所得層の負担軽減をしていくことが重
要だと考えている。

議案第134号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する
 条例制定について

　所沢駅東口市民ギャラリーは、現在の指定管理者の指定
期間が本年3月で終了するため、令和3年度以降の新たな
指定管理者を指定します。
【指定管理者】
　公益財団法人　所沢市公共施設管理公社
【指定期間】
　令和3年4月1日～令和6年3月31日（3年間）

Ｑ なぜ、指定期間を3年間としているのか。

Ａ コロナ禍による新しい生活様式での施設運用の調整や
見直しが必要になってくることが想定されるため、3年間と
している。

議案第136号 所沢駅東口市民ギャラリーの指定管理者の
 指定について

新たな観光拠点がオープンします

　本年5月から開業する観光情報・物産館の管理運営を行う
指定管理者を指定します。
【指定管理者】
　所沢まちづくり共同事業体
　（構成員代表者：新日本ビルサービス株式会社）
【指定期間】
　令和3年5月1日～令和6年3月31日

Ｑ 雇用者数を伺いたい。

Ａ 常勤・パートを合わせて約20人の雇用を予定しており、
事業者からは、採用の基準を明確に定め、市民を優先する
ことが提案されている。

議案第156号 所沢市観光情報・物産館の指定管理者の指定
 について

議案第133号 所沢市（仮称）第2一般廃棄物最終処分場設計及び
 建設事業者選定委員会条例制定について

　（仮称）第2一般廃棄物最終処分場の設計・建設を一体的に
行う事業者の選定を、公平かつ適正に行うための選定委員会
の運営等に関して条例を定めます。

Ｑ 選定委員会のメンバーには、どのような専門分野の方が
入るのか。

Ａ 建築分野を専門とする大学教授や、清掃全般に精通する
公の団体である全国都市清掃会議の職員などを想定してい
る。

市長提出議案のおもな内容

　　　　（問合せ：資源循環推進課　一般廃棄物
　　　　　　　　　最終処分場整備室　☎2935-3005）（問合せ：国民健康保険課　☎2998-9131）

（問合せ：文化芸術振興課　☎2998-9211）（問合せ：商業観光課　☎2998-9155）
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人権擁護委員の推薦に同意 総務経済常任委員会で審査

請願1件を審議、採択しました 閉会中に決算特別委員会で集中審査

諮問第2号～諮問第6号
　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮問第1号　審査請求に関する諮問について

　公の施設を利用する権利に関する処分に対する審査請求
がなされ、その裁決に当たり、地方自治法第244条の4第
2項の規定により、議会に意見が求められたものです。総
務経済常任委員会での審査を経て、以下のとおり答申する
ことになりました。

【答申内容】

　本件は、社会福祉法人所沢市社会福祉協議会が本市の指
定管理者として受託している障害者通所施設において、同
法人が行った施設の利用承認取消処分の取消しを求めた審
査請求である。
　本件に関しては、施設の利用承認取消処分は妥当なもの
で、裁量権の逸脱乱用とまでは言い切れないと判断する。
　なお、審査請求人のその後の状況を把握するとともに、
寄り添った丁寧な対応を求めるものである。

認定第1号～認定第10号
　　令和元年度所沢市一般会計・特別会計・事業会計
　　決算の認定について

　令和2年10月に、4日間にわたり審査を行い、12月定例
会で委員長報告の後、討論・採決を行いました。

【審査日程】
10月12日　事業会計（病院、水道、下水道）
10月13日　特別会計（狭山ケ丘土地区画整理、所沢駅西

口区画整理、交通災害共済、国民健康保険、
後期高齢者医療、介護保険）

10月15日・20日  一般会計

人事関係 諮　　問

請　　願 決算認定

「決算特別委員会」の会議録が  ➡ご覧いただけます

・小林　ヒデ子　氏（金山町・再任）

・引間　維一　氏（弥生町・再任）

・古谷　貞子　氏（旭町・再任）

・山田　　裕　氏（北中三丁目・再任）

・河内　健司　氏（南永井・再任）

請願第2号
　　元町東子ども広場を公共空間（公園）として整備
　　願いたき件

【要旨】
　元町東子ども広場の地権者が逝去され、相続人がいない
ため、広場用地が売却予定となりました。
　この広場は住宅密集地の緊急一時避難場所となっており、
コミュニティづくりに必要な、イベント等にも活用されて
います。街なかに住んでいる子どもたちが直接、土と芝生
に触れあって遊べる貴重な空間としても保存が必要です。

Ｑ 現地は芝生や遊具といった公園の形態をなしていない
が、公園ではなく現状の広場として残すことを目指してい
るのか。

Ａ 遊具を整備してしまうと狭くなり、子どもたちが遊べ
なくなってしまう。広場には泥の山をつくっているが、これ
は市長が目指している土の上で遊ぼうといった趣旨に根差
したものであり、現状のまま残したいと考えている。
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市民文教常任委員会で意見をまとめました

委員会提出議案 議員提出議案
条例改正・意見書を提出

委員会提出議案第1号　
　　　　教職員の不祥事の根絶を求める決議について

　令和元年度に、わいせつ行為等により懲戒免職処分を受
けた埼玉県の教職員の数は、11人に上る。
　本市においては、わいせつ行為及び薬物所持等の事件に
より懲戒免職処分を受ける教職員が、平成28年度から今
日まで毎年発生し、これまで5人に上っている。
　また、市内小中学校において、処分に至らない事件や事
故も毎年発生している状況である。
　教職員の不祥事が続くことは、これまでの教育と教職員
への信頼をなくす。
　本来、学校が信頼され、教職員が尊敬されてこそ、児童
生徒のためにより良い教育となる。
　所沢市教育委員会が総力を挙げ、本市で相次ぐ教職員の
不祥事の連鎖を断ち切り、市民の教育行政に対する信頼の
回復に取り組むべきであり、教職員一人一人がその職務の
重みを再認識することが今、重要である。
　よって、所沢市議会は、所沢市教育委員会が教職員のわ
いせつ行為及び薬物所持等の原因を解明し、そして、不祥
事を根絶するよう、綱紀粛正を徹底し、再発防止に全力で
取り組むことを強く求めるものである。
　以上、決議する。

議員提出議案第16号　所沢市議会の議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

議員提出議案第17号　所沢市議会委員会条例の一部を改正す
る条例制定について

議員提出議案第18号　重度心身障害者医療費助成制度の拡充
を求める意見書について

議員提出議案第19号　新型コロナウイルス感染症の爆発的な
拡大を防止するための緊急対策を求め
る意見書について

議員提出議案第20号　犯罪被害者支援の充実を求める意見書
について

議員提出議案第21号　住まいと暮らしの安心を確保する居住
支援の強化を求める意見書について

議員提出議案第22号　不妊治療への保険適用の拡大を求める
意見書について

意見書の全文はこちらから　　  ➡「議員提出議案」をご覧ください

討　　論　̶議案に賛成・反対します̶

එ
ਛ

議案第134号　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
・負担能力に応じた保険税負担を求めていくことは、所得の高い層の税負担率が大きくなるという課題を抱え
ているが、歳入の確保や保険税の負担の公平を図る観点、また、近隣都市の同様の引上げの税収などを鑑みる
と、やむを得ないものと考える。

・国民健康保険税の収納率向上、また保険者努力支援制度による交付金の獲得、さらに、疾病予防による医療費の
抑制など、一層の経営努力を期待する。
・増税となる以上、他市のようにパブリックコメントを実施するなど、多大な負担をお願いしている対象世帯に何ら
かの意見を聴くシステムを検討することを求める。
・国民健康保険運営協議会で、税の公平性や負担割合について、より活発な議論を期待する。
・国民健康保険全加入世帯数4万8,706世帯のうち、総所得額が600万円以下の世帯が4万7,118世帯であり、その96.7％
の世帯はほとんど影響を受けないという、引上げに当たっての一定の配慮がなされている。
・社会の基盤をつくっている、また、国民健康保険を担っている中間所得層に過重な負担をかけないように配慮した
税改正になっている。

・国民健康保険は相互扶助や助け合いの精神では解決できないので、国や市町村が財政支援をしてきたもので
ある。国保加入者の4割は無職の方であり、低所得者が多いことが特徴である。当市でも加入者4万8,431世帯で
7,774世帯が保険税を滞納している。

・コロナ禍により、受診控えによる医療給付も例年より下回っており、被保険者が安心して医療が受けられるために
も、このような状況下での限度額の引上げは命にも関わる問題ではないか。
・今後も賦課限度額の値上げ予定があることから、国に対して1兆円の国費の投入や所得が1,000万円以上の富裕層に
は所得に応じた負担を求めることなどの意見を国に上げるべきである。

ખ
ৌ
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議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

市長提出議案（56件）

令和2年第4回（12月）定例会 審議結果

 第116号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第12号） 

予　　算 
原案可決

 第117号 令和2年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第1号）
 第118号 令和2年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第2号）
 第119号 令和2年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第3号）
 第120号 所沢市一般職の任期付職員の採用等に関する条例等の一部を改正する条例制定について 

総務経済
 第121号 所沢市常勤の特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について
 第122号 所沢市立山口中学校既存擁壁改修工事請負契約締結についての一部変更について 

市民文教 可　　　決 第123号 小・中学校液晶ディスプレイ外の取得について
 第124号 学習者用コンピュータ用ACアダプタの取得について
 第125号 専決処分の承認を求めることについて（令和2年度所沢市一般会計補正予算（第11号）） 

予　　算

 承認する
 第126号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第13号）  

原案可決

 第127号 令和2年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第3号）
 第128号 令和2年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
 第129号 令和2年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
 第130号 令和2年度所沢市水道事業会計補正予算（第2号）
 第131号 令和2年度所沢市下水道事業会計補正予算（第1号）
 第132号 令和2年度所沢市病院事業会計補正予算（第2号）
 第133号 所沢市（仮称）第2一般廃棄物最終処分場設計及び建設事業者選定委員会条例制定について 建設環境
 第134号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉
 第135号 所沢都市計画事業所沢駅西口第一種市街地再開発事業施行に関する条例を廃止する条例制定について 建設環境
 第136号 所沢駅東口市民ギャラリーの指定管理者の指定について 市民文教 

可　　　決

 第137号 所沢市立三ケ島児童クラブ等の指定管理者の指定について 

健康福祉

 第138号 所沢市立宮前児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第139号 所沢市立北野児童クラブの指定管理者の指定について
 第140号 所沢市立山口児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第141号 所沢市立小手指児童クラブの指定管理者の指定について
 第142号 所沢市立上新井児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第143号 所沢市立泉児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第144号 所沢市立北秋津児童クラブの指定管理者の指定について
 第145号 所沢市立所沢児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第146号 所沢市立明峰児童クラブの指定管理者の指定について
 第147号 所沢市立西富児童クラブの指定管理者の指定について
 第148号 所沢市立富岡児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第149号 所沢市立美原児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第150号 所沢市立伸栄児童クラブの指定管理者の指定について
 第151号 所沢市立中央児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第152号 所沢市立牛沼児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第153号 所沢市立和田児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第154号 所沢市立東所沢柳瀬児童クラブ等の指定管理者の指定について
 第155号 所沢市元町地下駐車場の指定管理者の指定について 

総務経済
 第156号 所沢市観光情報・物産館の指定管理者の指定について
 第157号
 第160号 

市道路線の認定について
 建設環境

 第161号 市道路線の廃止について
 第162号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第14号） 

̶

 原案可決
 第163号 旧コンポストセンター跡地利活用事業契約締結についての一部変更についての一部変更について  可　　　決
 第164号 教育委員会委員任命の同意を求めることについて  議決に至らず
 第165号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第15号）  原案可決

賛否が分かれた議案は、9ページの
議員別賛否一覧をご覧ください
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委員会提出議案（1件）

 第 2 号 元町東子ども広場を公共空間（公園）として整備願いたき件 建設環境 採　　択

請　　願（1件）

議員提出議案（7件）

決算認定（10件）

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

議案番号 議　案　件　名

番　号 件　　　　　名

付託委員会 結　果

議案番号 議　案　件　名 結　果

付託委員会 結　果

 第 1 号 教職員の不祥事の根絶を求める決議について   原案可決
議案番号 議　案　件　名 結　果

 諮問第 1 号 審査請求に関する諮問について 総務経済 答申する
 諮問第 2 号
 諮問第 6 号 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ̶ 同意する

 認定第 1 号 令和元年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について 

決算特別 認定する

 認定第 2 号 令和元年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第 3 号 令和元年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第 4 号 令和元年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第 5 号 令和元年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第 6 号 令和元年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第 7 号 令和元年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第 8 号 令和元年度所沢市水道事業決算の認定について
 認定第 9 号 令和元年度所沢市下水道事業決算の認定について
 認定第10号 令和元年度所沢市病院事業決算の認定について

 第16号 所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について  

原案可決

 第17号 所沢市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について
 第18号 重度心身障害者医療費助成制度の拡充を求める意見書について
 第19号 新型コロナウイルス感染症の爆発的な拡大を防止するための緊急対策を求める意見書について
 第20号 犯罪被害者支援の充実を求める意見書について
 第21号 住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見書について
 第22号 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書について

第134号
第164号
認定第1号
認定第5号
認定第7号

立憲民主党

所
沢
刷
新
の
会

天
野
　
　
敦

石
本
　
亮
三

島
田
　
一
隆

長
岡
　
恵
子

末
吉
美
帆
子

入
沢
　
　
豊

大
石
　
健
一

石
原
　
　
昂

佐
野
　
允
彦

平
井
　
明
美

小
林
　
澄
子

城
下
　
師
子

矢
作
い
づ
み

越
阪
部
征
衛

松
本
　
明
信

中
　
　
毅
志

青
木
　
利
幸

粕
谷
不
二
夫

村
上
　
　
浩

福
原
　
浩
昭

西
沢
　
一
郎

亀
山
　
恭
子

川
辺
　
浩
直

植
竹
　
成
年

秋
田
　
　
孝

中
村
　
　
太

浅
野
美
恵
子

大
舘
　
隆
行

谷
口
　
雅
典

杉
田
　
忠
彦

荻
野
　
泰
男

日本共産党
議
案
番
号

至誠自民クラブ 公明党 自由民主党・
無所属の会自由民主党

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

×
×
×

×

×
×
×

×

×
×
×

×

×
×
×

×

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

○

×
×
×

○

議員別賛否一覧 議案に対する、各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×

（
議
長
）

賛成14票、反対7票、無効9票、（無記名投票による）
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一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。
ご
自
身

の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
?

※
各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
の
中
か
ら
、
1
項
目
を
抜
粋

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
と
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

児童福祉法第10条の2に基づき、子どもとその家庭や妊産婦等を対象に、地域の実情の把握、相談対応、継続的支援等を行う
拠点です。

Ｑ
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を

管
理
す
る
た
め
の
行
政
支

援
を
、
よ
り
充
実
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
見

解
は
。

A
今
後
、
築
40
年
を
超

え
る
高
経
年
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
急
増
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
の
適
正
化
の
推
進
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、

令
和
4
年
4
月
よ
り
、
管

理
が
不
十
分
な
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
組
合
に
対
し
て

地
方
公
共
団
体
が
助
言
指

導
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
行
政
が
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
の
適
正
化
に
積
極
的

に
関
与
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
今
後
も
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
状
況
の
把
握
に
努

め
、
積
極
的
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

浅野　美恵子

Ｑ
子
育
て
支
援
施
策
と

母
子
保
健
施
策
の
連
携
、

整
備
を
行
い
、
一
体
的
な

支
援
を
実
施
す
る
た
め
の

拠
点
と
し
て
設
置
す
る

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
　
」
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

A
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ

ー
の
機
能
を
活
か
し
な
が

ら
、
令
和
4
年
度
の
設
置

を
目
指
し
て
い
る
が
、
相

談
機
能
を
強
化
し
、
さ
ら

な
る
連
携
を
図
る
た
め
、

情
報
収
集
や
他
自
治
体
へ

の
視
察
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
る
が

も
」
な
ど
の
庁
内
の
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
、

準
備
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
に
す
る
た
め
に

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に

換
気
促
進
機
器
導
入
補
助
金
の

対
象
の
拡
大
を

公明党
亀山　恭子

Ｑ
補
助
金
の
対
象
に
は

冷
暖
房
機
器
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
が
、
店
舗
や
事

業
所
に
よ
っ
て
事
情
が
異

な
る
の
で
、
も
っ
と
柔
軟

に
対
応
で
き
な
い
か
。

A
換
気
促
進
機
器
導
入

補
助
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
換
気
を
促
進
す

る
た
め
に
必
要
な
機
器
を

導
入
す
る
市
内
の
小
規
模

事
業
者
に
対
し
て
、
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
あ
る
。
補
助
金
の
対
象

と
な
る
機
器
は
、
サ
ー
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
、
扇
風
機
、

換
気
扇
、
出
入
口
の
網
戸

に
限
定
し
て
い
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
へ
の
支
援
は
、
今

後
も
引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
た
い
。

自由民主党・
無所属の会
大石　健一

Ｑ
施
設
整
備
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
来
場
者
を
呼

び
込
む
仕
掛
け
も
必
要
で

あ
る
。
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク

ラ
タ
ウ
ン
と
の
連
携
も
含

め
、
事
業
の
内
容
や
テ
ー

マ
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

A
P
a
r
k
‐
P
F
I

（
公
募
設
置
管
理
制
度
）を

活
用
し
、
冒
険
心
を
か
き

立
て
ら
れ
る
よ
う
な
体
験

型
施
設
の
整
備
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
と

こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン

に
は
幅
広
い
年
齢
層
の
来

場
者
が
見
込
ま
れ
、
そ
の

ま
ま
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク

ま
で
足
を
延
ば
し
て
、
緑

と
に
ぎ
わ
い
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
、
案
内

看
板
の
設
置
を
検
討
し
た

い
。

自由民主党
松本　明信
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専門職がチームを組み必要に応じて訪問支援を行う「アウトリーチ」により、未治療の方や治療を中断している方、ひきこもりの方
などに対し、保健・医療・福祉サービスを包括的に提供し丁寧な支援を行うことで、引き続き、在宅生活を可能にするための取組です。

Ｑ
涙
に
含
ま
れ
る
特
定

の
粒
子
を
測
定
し
解
析
す

る
検
査
方
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
受
診
者
の
負

担
が
軽
く
な
り
、
乳
が
ん

検
診
の
受
診
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
見

解
は
。

A
乳
が
ん
検
診
で
実
施

し
て
い
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
は
、
痛
み
を
伴
う
こ
と

か
ら
受
診
者
の
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
る
。
涙
の

ほ
か
に
も
血
液
や
尿
な
ど

の
体
液
を
利
用
し
た
検
査

方
法
は
、
リ
キ
ッ
ド
バ
イ

オ
プ
シ
ー
と
呼
ば
れ
、
痛

み
や
放
射
線
の
被
ば
く
リ

ス
ク
が
少
な
く
、
乳
が
ん

検
診
の
受
診
率
の
向
上
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

至誠自民
クラブ
秋田　孝

Ｑ
学
校
内
で
生
徒
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
場
合
、
周
り
の
生

徒
を
含
め
た
心
の
ケ
ア
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A
こ
れ
ま
で
、
国
や
県

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基

づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
正
し
い
理

解
を
促
し
、
予
防
に
努
め

る
こ
と
、
ま
た
、
感
染
者

と
そ
の
関
係
者
へ
の
偏
見

や
差
別
を
防
ぐ
た
め
の
指

導
を
行
っ
て
き
た
。
実
際

に
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
は
、
子
供
た
ち
の
心
身

の
状
態
を
把
握
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
心
の
ふ
れ
あ

い
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
面
談
を
行

い
、
状
況
に
応
じ
た
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

公明党
川辺　浩直

涙
で
乳
が
ん
の
早
期
発
見
を

Ｑ
精
神
的
な
支
援
を
必

要
と
す
る
方
に
精
神
保
健

師
が
訪
問
を
行
う
、
精
神

障
害
者
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
　

の
取
組
と
は
。

A
精
神
的
な
支
援
が
必

要
な
場
合
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
支
援
室
の
精
神
保
健

福
祉
士
が
対
応
し
て
い
る
。

重
篤
な
精
神
障
害
で
社
会

的
に
孤
立
し
て
い
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
福
祉
や

医
療
等
の
関
係
機
関
に
よ

る
合
同
ケ
ア
会
議
で
判
断

を
行
い
、
精
神
障
害
者
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
に

つ
な
げ
、
訪
問
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
ひ
き
こ
も

り
の
方
へ
の
支
援
は
、
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
チ
ー
ム
だ
け

で
な
く
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
の
方
へ
の

支
援
に
つ
い
て

日本共産党
矢作いづみ

Ｑ
自
治
会
等
主
催
の
防

災
訓
練
に
対
し
、
市
か
ら

助
言
が
欲
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
る
。
市
職
員
が
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
集
合
住

宅
の
防
災
に
関
す
る
講
習

会
に
参
加
し
、
市
民
に
助

言
等
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
求
め
る
が
見
解
は
。

A
中
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

や
集
合
住
宅
の
防
災
に
関

す
る
講
習
は
、
国
や
県
の

研
修
の
ほ
か
、
今
年
度
か

ら
は
、
防
災
関
係
の
学
会

に
も
担
当
職
員
が
参
加
す

る
予
定
で
あ
る
。
研
修
会

で
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い

て
は
、
出
前
講
座
等
で
市

民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め

て
い
き
た
い
。

中
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の

防
災
体
制
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

Ｑ
親
亡
き
後
の
課
題
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
組
ん

で
い
く
の
か
。

A
障
害
の
あ
る
方
が
家

族
か
ら
離
れ
た
生
活
を
体

験
す
る
場
の
整
備
や
提
供
、

ま
た
、
専
門
的
人
材
の
確

保
や
養
成
に
つ
い
て
は
、

中
長
期
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
機
関
と
検
討
を
行
い
、

地
域
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。
施
設
入

所
が
必
要
な
方
が
、
暮
ら

し
慣
れ
た
市
内
施
設
に
入

所
が
で
き
る
よ
う
、
社
会

福
祉
法
人
等
に
よ
る
障
害

者
施
設
の
整
備
計
画
を
踏

ま
え
つ
つ
、
現
在
策
定
中

の
第
5
次
所
沢
市
障
害
者

支
援
計
画
に
位
置
づ
け
、

必
要
な
施
設
入
所
支
援
を

推
進
し
て
い
く
。

自由民主党
青木　利幸

Ｑ
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
実

証
実
験
を
通
し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待

し
て
い
る
の
か
。

A
今
回
の
実
証
実
験
を

通
じ
て
、
市
内
に
点
在
す

る
観
光
拠
点
へ
の
回
遊
性

や
公
共
交
通
機
関
を
補
完

す
る
役
割
な
ど
に
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か

結
果
を
見
極
め
た
い
。
今

後
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
含
め
た
民
間
施

設
1
0
0
か
所
の
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
の
設
置
を
目
指

し
、
環
境
に
優
し
い
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
密
を
避
け
る

新
し
い
移
動
手
段
と
し
て
、

観
光
に
お
け
る
回
遊
性
を

高
め
る
取
り
組
み
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

至誠自民
クラブ

杉田　忠彦

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

実
証
実
験
に
つ
い
て

障
害
の
あ
る
方
の

親
亡
き
後
を
見
据
え
た
支
援
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し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

Ｑ
平
成
28
年
6
月
定
例

会
で
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
大
規

模
改
修
に
伴
い
、
屋
上
を

利
用
し
た
太
陽
光
発
電
の

導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

質
問
を
し
た
が
、
改
め
て

見
解
を
伺
う
。

A
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
推
進
は
大
変
重
要
な

取
組
の
一
つ
と
認
識
し
て

お
り
、
小
中
学
校
や
保
育

園
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
、
太
陽
光
発

電
を
順
次
設
置
し
て
い
る
。

ミ
ュ
ー
ズ
は
環
境
負
荷
を

低
減
し
た
施
設
の
た
め
、

改
め
て
状
況
を
整
理
し
、

ミ
ュ
ー
ズ
ソ
ー
ラ
ー
の
設

置
が
で
き
る
か
ど
う
か
調

査
、
研
究
す
る
よ
う
関
係

部
署
へ
指
示
し
て
い
く
。

2
0
5
0
年
C
O
2
排
出

実
質
ゼ
ロ
達
成
に
向
け
て

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

Ｑ
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
何

度
か
継
続
的
に
一
般
質
問

で
取
り
上
げ
て
き
た
が
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
定
義
は

新
聞
な
の
か
、
そ
れ
と
も

政
党
機
関
紙
な
の
か
、
市

の
公
式
な
見
解
を
伺
い
た

い
。A

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が
新

聞
で
あ
る
か
、
政
党
機
関

紙
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
行

元
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
市
が

公
式
見
解
と
し
て
定
義
づ

け
を
行
う
べ
き
も
の
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
の
中
核

に
据
え
る
も
の
と
し
て
、

S
D
Gs
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
の
取
組
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
身
近
な

事
柄
を
テ
ー
マ
に
、
子
供

向
け
の
手
引
書
を
作
成
で

き
な
い
か
。

A
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
第
6
次
所
沢
市
総

合
計
画
は
S
D
G
s
を
踏

ま
え
て
作
成
し
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
も
総
合
計
画

に
沿
っ
て
進
め
て
い
る
。

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
利
用
し

た
啓
発
活
動
を
子
供
た
ち

に
実
施
し
た
実
績
が
あ
る

の
で
、
S
D
G
s
の
考
え

方
を
、
子
供
た
ち
や
多
く

の
方
に
広
く
浸
透
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
カ
ー
ド
ゲ

ー
ム
の
実
績
を
踏
ま
え
た

効
果
の
高
い
手
法
を
研
究

し
て
い
く
。

自由民主党
越阪部征衛

理
想
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に

Ｑ
被
害
者
支
援
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
　
の
設
置
を
求
め

る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

A
設
置
に
つ
い
て
は
、

埼
玉
県
や
ダ
イ
ア
プ
ラ
ン

の
5
市
で
構
成
す
る
埼
玉

県
西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
、
庁
内
関
係
部
署

と
も
協
議
し
て
き
た
経
緯

が
あ
る
が
、
庁
内
関
係
部

署
の
連
携
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
相
談
者
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。
令
和
2
年
11
月

に
開
催
さ
れ
た
男
女
共
同

参
画
審
議
会
で
、
同
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
の
必
要
性

の
御
意
見
を
い
た
だ
い
た

こ
と
か
ら
、
再
度
設
置
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

D
V
被
害
者
へ
の
公
的
支
援
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を

日本共産党
城下　師子

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不

況
が
長
引
く
中
、
生
活
保

護
の
相
談
は
、
今
後
も
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
、
市
の
対
策
は
。

A
生
活
に
困
っ
た
方
か

ら
の
相
談
に
は
、
住
居
確

保
給
付
金
の
申
請
や
一
時

生
活
支
援
事
業
な
ど
を
案

内
す
る
と
と
も
に
、
健
康

で
就
労
意
欲
が
あ
る
方
に

は
、
生
活
福
祉
課
内
に
あ

る
庁
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

就
労
に
向
け
た
相
談
を
行

い
、
で
き
る
限
り
自
立
し

た
生
活
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護

を
申
請
さ
れ
た
方
が
、
少

し
で
も
早
く
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
事

務
処
理
を
な
る
べ
く
早
く

行
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

所沢刷新の会
天野　敦

Ｑ
小
中
学
校
で
性
教
育

の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ

と
は
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描

く
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。

性
に
関
し
て
の
課
題
に
合

っ
た
指
導
を
、
外
部
講
師

に
依
頼
す
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
見
解
は
。

A
外
部
講
師
に
指
導
を

依
頼
す
る
場
合
、「
文
部

科
学
省
中
央
教
育
審
議
会

健
や
か
な
体
を
育
む
教
育

の
在
り
方
に
関
す
る
専
門

部
会
」
の
示
す
考
え
方
を

踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
個
別
指

導
の
充
実
や
相
談
体
制
の

整
備
と
併
せ
て
、
よ
り
丁

寧
な
準
備
を
し
た
上
で
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

性
教
育
の
正
し
い
知
識
を
学
び

主
体
的
に
人
生
を
歩
む
た
め
に

立憲民主党
長岡　恵子
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Ｑ
早
急
に
事
実
関
係
を

明
ら
か
に
し
て
、
訪
問
看

護
料
の
返
還
請
求
を
求
め
、

し
か
る
べ
き
対
応
を
と
る

こ
と
を
強
く
求
め
た
い
と

思
う
が
見
解
は
。

A
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
に
は
医
療
受
給

者
証
の
取
得
が
必
要
だ
が
、

状
況
に
よ
っ
て
は
指
定
医

療
機
関
の
意
見
書
で
も
応

急
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
給

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

今
回
の
件
は
、
受
給
者
証

の
取
得
手
続
き
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

と
し
て
病
状
把
握
の
た
め

の
調
査
を
行
っ
た
。
結
果

と
し
て
現
段
階
で
は
不
正

が
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
踏
み
込
め
な
い
状
況

で
あ
る
。
不
正
の
事
実
が

確
認
さ
れ
た
場
合
は
必
要

な
対
応
を
取
っ
て
い
く
。

立憲民主党
島田　一隆

生
活
保
護
受
給
者
を
悪
用
し
た

訪
問
看
護
料
の
不
正
請
求
に
つ
い
て

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
か
ら
市
民
を
守

る
た
め
、
保
健
所
の
設
置

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

A
市
が
保
健
所
を
設
置
・

運
営
す
る
こ
と
は
、
専
門

職
の
確
保
や
財
政
的
な
面

で
課
題
が
あ
る
。
今
後
の

社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
る

と
、
本
市
で
新
た
に
保
健

所
を
設
置
す
る
の
で
は
な

く
、
非
常
時
と
平
常
時
を

切
り
分
け
た
対
応
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
保
健
師

に
市
の
身
分
と
県
の
身
分

の
併
任
辞
令
を
出
す
こ
と

に
よ
り
、
必
要
な
時
に
、

迅
速
に
狭
山
保
健
所
に
派

遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
、
検
証
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

日本共産党
平井　明美

所
沢
に
再
び
保
健
所
の
設
置
を

眼
科
検
診
の

積
極
的
な
受
診
推
奨
を

Ｑ
眼
科
検
診
を
積
極
的

に
受
診
す
る
こ
と
で
失
明

す
る
方
が
少
な
く
な
れ
ば
、

福
祉
や
介
護
等
に
係
る
費

用
の
抑
制
も
期
待
で
き
る
。

成
人
眼
科
検
診
の
受
診
を

積
極
的
に
勧
奨
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

A
本
市
で
は
、
特
定
健

康
診
査
で
必
要
に
応
じ
た

眼
底
検
査
、
人
間
ド
ッ
ク

で
は
眼
底
検
査
と
眼
圧
検

査
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
検
診
を
受

け
る
重
要
性
を
市
民
に
伝

え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
相

談
で
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
を
は
じ
め
、
健
康
診
査

や
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
に

基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て

眼
科
に
関
わ
る
疾
病
予
防

等
に
ふ
れ
な
が
ら
勧
奨
し

て
い
く
。

至誠自民
クラブ
荻野　泰男

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
小

中
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
写
真
が
マ
ス
ク
を
つ
け

た
姿
ば
か
り
に
な
る
こ
と

や
、
行
事
の
中
止
で
例
年

の
ペ
ー
ジ
数
を
確
保
で
き

る
の
か
危
惧
さ
れ
る
が
、

状
況
を
伺
い
た
い
。

A
令
和
2
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
行
事
の
一
部
が

中
止
・
変
更
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
内
容
や
ペ
ー
ジ
数
を
変

更
す
る
予
定
の
学
校
が
あ

る
が
、
昨
年
度
ま
で
に
実

施
し
た
行
事
写
真
や
、
ク

ラ
ス
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を

多
く
す
る
等
の
工
夫
を
し

て
、
児
童
生
徒
た
ち
の
思

い
出
に
残
る
卒
業
ア
ル
バ

ム
の
制
作
を
進
め
て
い
る
。

一
生
の
宝
物
に
な
る

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
制
作
を

立憲民主党
石本　亮三

Ｑ
顧
問
と
外
部
指
導
員

の
選
び
方
、
指
導
研
修
の

内
容
を
伺
い
た
い
。

A
顧
問
の
決
定
は
、
教

員
の
他
の
校
務
や
外
部
指

導
員
の
配
置
状
況
を
考
慮

し
た
上
で
行
う
な
ど
、
学

校
全
体
と
し
て
適
切
な
指

導
、
運
営
や
管
理
体
制
の

構
築
を
図
る
こ
と
を
市
の

方
針
で
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
部
活
動
外
部
指
導
員

は
、
地
域
人
材
の
中
か
ら

校
長
の
推
薦
に
よ
り
、
専

門
性
の
あ
る
方
を
配
置
し

て
い
る
。
各
学
校
長
は
、

学
校
教
育
を
理
解
し
、
適

切
な
指
導
を
行
う
た
め
に

必
要
な
知
識
や
服
務
の
遵

守
等
に
つ
い
て
、
外
部
指

導
員
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

中
学
校
の
部
活
動
指
導
の

あ
り
方
に
つ
い
て

日本共産党
小林　澄子

ギカイ豆知識
請願を市議会に届けるには？

　市政への要望があるときは、どなたでも「請願書」を市議会に提出
することができます。

◆請願とは　提出には市議会議員の紹介が必要です。担当の委員会
で審査され、本会議で「採択」「不採択」などが決められます。
採択された請願は所管する執行機関に送り、その処理の経過と結果
の報告を求めます。

請願書の
記載方法

表紙
請願書

件名○○○○○○○○

紹介議員　○○○○ ㊞

本文
1　件名
2　要旨
3　理由
（添付書類・略図・署名簿）
　　令和 年 月 日

所沢市議会議長
　　　　　　○○○○宛

請願者（代表）
住所
氏名　○○○○ ㊞
電話番号
　　　　　　ほか○○人

※左横書き（A4判）
　で提出をお願い
　しています。
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ড়ધઇ
ଞભ৩ভ

৮ভઈ৩ভ

৮ভपঢ়घॊ
્શ৩ভ

ਜ৽ੋ
ଞભ৩ভ

৮ভप
ঢ়घॊ્શ৩ভ

ઁലઁਾ৩ভ

ਫౢ৩শ
৴൪ੈ৮ভ

ড়ધઇ
ଞભ৩ভ

��
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��

ৠ્શ৩ভ

ৠ્શ৩ভ

৮ভप
ঢ়घॊ્શ৩ভ

ৠ્શ৩ভ

ਜ৽ੋ
ଞભ৩ভ
৮ভઈ৩ভ

ৠ્શ৩ভ

ઁലઁਾ৩ভ
৮ভप
ঢ়घॊ્શ৩ভ

閉会中の

議 会 活 動

10月

11月

৮ৃ॥থ१شॺपऐञজঁش१ঝ

11／25

ഥਮ੪ফ২ਚಹভੑ્ؚશভੑؚহভੑ
भৠଟਪ॑ষःऽखञ

10／12、13、15、20
決算特別委員会

৮ভਁૄঘشॳগشঈॳকথॿঝद
ଦਦরभ৮ভਾઔभ୶॑ষःऽखञ

10／29

ੳਸ਼�ಀ
ഥਮ੪ফ২ਚಹভੑ

્হ੯َষ৽पणःथُ
রற২पणःथ؞
৮ভઈपঢ়घॊহඨ

৮ভटेॉਸ਼���ಀभૅਫ

৮ভपঢ়घॊহඨ

ੳਸ਼�ಀعੳਸ਼�ಀ
ഥਮ੪ফ২ਚ્શভੑقॣഗଅ
યତ৶ؚਚകਧઠଅયତ৶ؚઐৢ
಼૩ુੋؚবড়೨৳૫ؚৈೡୢؚ
ஂ૧৳૫ك

ੳਸ਼�ಀعੳਸ਼��ಀ
ഥਮ੪ফ২ਚহভੑق୰ؚؚ
ৣك

ੳਸ਼�ಀ
ഥਮ੪ফ২ਚಹভੑ

৮ভपঢ়घॊহඨ

ઁലઁਾपणःथ

৮ভઈपঢ়घॊহඨ

્হ੯َ৾ૅઇपणःथُ
ਚपउऐॊઇ৩भ௮ऌ্पৌ؞
घॊॉੌापणःथ

৮ভपঢ়घॊহඨ

৩ভभॉੌापणःथ

્হ੯َઐৢपणःथُ
धऒौং५भॲॖখਫपऐथभॉ؞
ੌापणःथ

৮৩ଢ଼ఊভَ৸বपउऐॊ৮ভभ
पणःथ

৮৩ଢ଼ఊভَরற২पणःथُ
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令和 3 年（2021年）2月13日

議員研修会を実施

　市議会だより第195号の表紙を飾った、県立所沢
北高校卒業生チーム「CHEEKYS」が、昨年12月に
開催された「第20回全日本チアダンス選手権大会」
にてCheer  Dance部門 （一般編成）で9連覇、Pom、
Jazz、Cheer Danceの3部門（一般編成）に出場
した8チームの中で最高得点を
獲得し、一般編成チャンピオン
の二冠を達成しました!!
これからの活躍も楽しみですね。

Topics!

Topics!

CHEEKYSが9連覇!

「中核市制度について」 「全国における議会改革の動向について」

テーマ テーマ

主　催：総務経済常任委員会
講　師：総務省自治行政局市町村課

　　　　田 頭 真 二　課長補佐
実施日：令和2年11月13日（金）

た がしら しん じ

主　催：議会改革に関する特別委員会
講　師：法政大学副学長・法学部政治学科

　　　　廣 瀬 克 哉　教授
実施日：令和2年11月16日（月）

ひろ せ かつ や

チ ー キ ー ズ 議場コンサートを開催

市議会だよりのバックナンバーは
　　　　　市議会HPをご覧ください !

➡ 議場コンサートの様子は
市議会公式ユーチューブチャンネルでチェック !

➡

　12月定例会の開会に先立ち、議場コンサートを
開催しました。6回目となる今回は、服部メグさん
とバートルジャブ・ボルドエルデネさんをお迎えし、
民族楽器である洋琴、馬頭琴、そしてホーミーとい
う歌唱法による演奏で、議場はモンゴルの草原さな
がらの雰囲気に包まれました。
　ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

【演奏曲】 ・心のメロディ：シャラブ
 ・ホーミーの種類（伝承曲）
 ・荒城の月：滝 廉太郎
 ・西モンゴル舞踏曲（民謡）

ば とうきんようきん

全国の議会改革の現状への理解を深め、災害対
応マニュアルや議会機能継続計画（議会BCP）の
策定の参考にしました。

基礎自治体への権限移譲や、最新の他市事例を
学びました。
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さ
が
増
し

て
き
て
冬

ら
し
く
な
っ
て

き
た
。
今
年
は

例
年
と
違
い
、

コ
ロ
ナ
禍
で
心
ま
で
寒
さ
を
感
じ

る
。
早
く
暖
か
く
な
っ
て
欲
し
い
。

（
青
木
）

と
言
え
ば
お
で
ん
、
最
近
で

は
お
で
ん
が
ご
飯
の
お
か
ず

か
ど
う
か
が
論
争
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。
私
は
主
食
派
で
す
が
皆
さ

ん
は
い
か
が
で
す
か
？
　（
石
本
）

ロ
ナ
禍
で
、
人
の
生
き
方
や

考
え
方
も
今
後
、
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

今
ま
さ
に
、「
時
代
の
転
換
点
」

に
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の

先
、
終
息
し
た
と
し
て
も
、
も
う

元
に
は
戻
ら
な
い
の
だ
ろ
う
…
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
い
う
、
新
し
い

時
代
へ
…
　
　
　
　
　
　（
入
沢
）

　
広
聴
広
報
委
員
会

◎
浅
野
美
恵
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〇
川
辺
　
浩
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天
野
　
　
敦
　
　
佐
野
　
允
彦

　
小
林
　
澄
子
　
　
長
岡
　
恵
子

　
入
沢
　
　
豊
　
　
青
木
　
利
幸

　
石
本
　
亮
三
　
　
谷
口
　
雅
典

　
西
沢
　
一
郎

◎
…
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員
長
　
〇
…
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委
員
長

議員たちの・・・

寒

冬コ

発
行
…
所
沢
市
議
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編
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委
員
会

連
絡
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会
事
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5
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）

〒
3
5
9
‐
8
5
0
1
　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
1
番
地
の
1

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人
たちをご紹介します。今回は、プロ棋士として多く
のトーナメントに進出している及川拓馬さんにお話
を伺いました。

Ｑ＆Ａ
聴かせて！聴かせて！

21所沢から輝け!!

おい たく まかわ

及川さんの分身ともいえる駒たち。大切な先輩から
　　受け継いだ愛用の駒で、日々研さんを積んでいる。

1987年、埼玉県松伏町生まれ。小学3年生から
所沢市で暮らし始める。奨励会での厳しいリーグ
戦を勝ち抜き、2007年10月にプロ棋士となる。
2014年にはNHK杯の本選に出場し6段となる。
詰将棋問題の作家としても有名で、雑誌「将棋世
界」で執筆を担当している。

冬

　
父
の
指
導
の
も
と
、
5
歳
か
ら
将
棋

を
始
め
る
。
小
学
校
5
年
生
の
時
に
、

将
棋
界
で
プ
ロ
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

プ
ロ
棋
士
養
成
機
関
で
あ
る
奨
励
会
に

入
る
。
平
成
19
年
に
プ
ロ
入
り
し
た
後

は
高
勝
率
を
維
持
し
、
現
在
は
6
段
。

　
所
沢
こ
ど
も
将
棋
愛
好
会
の
顧
問
を

務
め
る
な
ど
、
将
棋
の
普
及
活
動
に
も

尽
力
し
て
い
る
。

┃
プ
ロ
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は 

　
所
沢
市
に
は
将
棋
連
盟
の
支
部
が
あ

り
、
将
棋
が
盛
ん
で
、
強
い
方
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
5
段
の
頃
、
プ

ロ
を
目
指
す
た
め
、
自
分
と
同
じ
く
ら
い

実
力
の
あ
る
友
人
た
ち
と
一
緒
に
奨
励
会

に
入
り
ま
し
た
。

　
毎
日
頭
の
中
で
は
将
棋
の
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
ま
し
た
。

┃
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
辛
か
っ
た

こ
と
は

　
憧
れ
て
い
た
先
輩
棋
士
に
勝
て
た
こ
と

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
が
、
や
は
り
プ
ロ
に

な
れ
た
こ
と
で
す
。
プ
ロ
に
な
る
た
め
に

は
4
段
に
な
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、

奨
励
会
の
中
で
も
2
割
程
度
し
か
プ
ロ
に

な
れ
な
い
狭
き
門
で
す
。
リ
ー
グ
戦
を
勝

ち
抜
い
た
と
き
は
、
棋
士
と
し
て
生
き
て

い
け
る
こ
と
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
辛
か
っ
た
の
は
、
同
じ
段
位

の
棋
士
た
ち
が
先
に
昇
級
し
て
い
く
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
で

も
将
棋
を
辞
め
ず
、現
在
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
将
棋
が
好
き
だ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

┃
将
棋
の
強
さ
と
は

　
ど
れ
だ
け
将
棋
を
理
解
し
て
い
る
か
だ

と
思
い
ま
す
。
展
開
の
先
の
先
ま
で
、
ど

れ
だ
け
早
く
、
正
確
に
読
む
こ
と
が
で
き

る
か
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
普
段
の
実
力

を
対
局
で
も
出
せ
る
精
神
力
も
大
切
で

す
。
一
局
一
局
に
自
分
の
全
力
を
出
し
切

ろ
う
と
努
力
し
つ
づ
け
る
姿
勢
は
、
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

┃
今
後
の
目
標
は

　
現
在
、
所
沢
こ
ど
も
将
棋
愛
好
会
の
顧

問
を
し
て
い
ま
す
。
所
沢
は
将
棋
に
熱
心

な
子
供
た
ち
が
多
い
の
で
、
自
分
が
楽
し

い
と
思
う
方
法
で
将
棋
を
続
け
て
ほ
し
い

で
す
。

　
所
沢
に
住
ん
で
い
る
方
に
、
も
っ
と
将

棋
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、
将
棋
を
普
及
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こう うん すいりゅう

所沢市議会


